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本
計
画
は
、
基
本
理
念
を
「
子

ど
も
を
育
て
る
喜
び
を
家
庭
・
地

域
・
社
会
と
と
も
に
は
ぐ
く
む
ま

ち
」
と
し
て
、
平
成
　
年
３
月
に

２２

後
期
計
画
（
　
～
　
年
度
）
を
策
定

２２

２６

し
ま
し
た
。
後
期
計
画
は
７
つ
の

基
本
方
針
と
　

事
業
の
具
体
的
施

２６０

策
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

●
基
本
方
針

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

②
母
性
な
ら
び
に
乳
児
お
よ
び
幼

児
な
ど
の
健
康
の
確
保
お
よ
び

増
進

③
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成

長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

④
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境

の
整
備

⑤
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両

立
の
推
進

⑥
子
ど
も
の
安
全
の
確
保

⑦
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き

め
細
か
な
取
り
組
み
の
推
進

●
重
点
推
進
項
目
の
実
施
状
況

　
具
体
的
施
策
の
う
ち
　
事
業
を

２０

重
点
推
進
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り

■
市
次
世
代
育
成
支
援
地
域
協
議

会
か
ら

　
　

人
の
委
員
で
構
成
し
、
計
画

１３

の
目
標
達
成
状
況
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
協

議
会
。
７
月
９
日
に
開

催
し
た
協
議
会
で
の
主

な
質
問
・
意
見
と
市
の

考
え
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
。

●
教
育
相
談
体
制
の
充

実意
見
止
社
会
の
急
激
な

変
化
や
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
が
著
し
く

変
化
す
る
中
、
不
登
校

に
な
る
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
体
制
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か

回
答
止
教
育
セ
ン
タ
ー

で
、
臨
床
心
理
士
が
保

護
者
の
悩
み
相
談
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
た
め
の
適
応
指
導
教

室
を
開
き
、
早
期
の
学
校
復
帰
を

支
援
し
て
い
ま
す

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

意
見
止
少
人
数
学
級
を
拡
充
し
て

■問 
▼
子
育
て
支
援
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
７
）

７１

●
貸
し
出
し
日
時
　
捷
～
晶

午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
３０

（
抄
、
年
末
年
始
を
除
く
）の

う
ち
連
続
し
た
３
日
以
内

※
市
外
で
の
利
用
は
不
可
。

●
貸
し
出
し
機
種
　
シ
ン
チ

レ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ケ
ッ
ト
サ
ー

ベ
イ
メ
ー
タ
Ｐ
Ｄ
Ｒ－

　１１１

（
マ
イ
レ
ー
ト
）日
立
ア
ロ
カ

メ
デ
ィ
カ
ル
叙
製

※
ガ
ン
マ
線
に
よ
る
空
間
線

量
率
が
測
定
で
き
る
機
器
。

食
品
・
水
・
土
壌
な
ど
の

ベ
ク
レ
ル
計
測
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
対
象
　
市
内
在
住
で
　
歳
２０

以
上
の
人
、
市
内
に
事
業
所

な
ど
を
有
す
る
個
人
・
法
人

●
貸
し
出
し
数
　
３
台（
先

着
順
）

●
申
し
込
み
　

捷
～
晶
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

に
、
電
話
で
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）へ

７６

い
る
中
で
、
今
後
の
方
向
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

回
答
止
空
き
教
室
な
ど
の
実
施
場

所
や
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
な
ど
、
運

営
面
で
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

モ
デ
ル
校
の
実
施
状
況
な
ど
を
検

重点推進項目の実施状況（平成２３年度）

目　標実　績基準値項　目事業名
６５０６６３６００会員数ファミリー・サポート・センター事業の推進

①３２
②１１４０

①３２
②１２１０

①２８
②１０６０

①実施箇所
②定員放課後児童健全育成事業（児童クラブ）の推進

３３２実施箇所つどいの広場事業の推進
１１未整備実施箇所子育て支援総合拠点施設整備
１１未実施実施箇所夜間帯保育事業の推進
２３未実施実施箇所放課後子ども教室推進事業

７０％９３．９％５６．７％妊娠１１週目まで
の届出率妊婦健康診査の推進

８５未実施実施回数／年食育の推進
７７４実施箇所赤ちゃん出会い・ふれあい交流事業の推進

維持①３３施設
②２０６７人

①実施箇所
②参加人数ボランティア体験学習の充実

５０７８２２派遣回数／年環境アドバイザーの活用
１６１４１０登録グループ数絵本の読み聞かせの推進
２１１クラブ数総合型地域スポーツクラブ育成事業

継続
３４整備箇所建築物のバリアフリー化の促進
１４整備箇所多目的トイレ・おむつ交換台、授乳室の設置

維持
５５開催回数／年男女共同参画社会推進事業の推進
２１２１実施箇所スクールガード事業

１２５０１０５４１０１７実施箇所「こども１１０番の家」の推進
３３２開催回数／年安城市虐待等防止地域協議会の推進

維持２９２９実施箇所特別支援教育補助員事業
※基準値は、平成１９年度実績または平成２０年４月１日現在。実績は平成２３年度、目標は平成２６年度。

証
し
た
上
で
、
今
後
の
方
向
性
を

判
断
し
て
い
き
ま
す

安
城
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
平
成
　

年
度
実
施
状
況

２３
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市
内
お
よ
び
半
田
市
の
、
新
美

南
吉
ゆ
か
り
の
史
跡
を
訪
ね
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
松
午
前
９
時

１０

１３

～
午
後
４
時
　
分
３０

●
と
こ
ろ
　
新
美
南
吉
記
念
館
・

南
吉
の
生
家（
半
田
市
）、下
宿
先
・

Ｊ
Ｒ
安
城
駅
周
辺
・
安
城
高
等
女

学
校（
現
桜
町
小
学
校
）な
ど

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
定
員
　
　
人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
１
５
６
０
円（
昼
食
代

含
む
）

●
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
服
装
・

帽
子
・
筆
記
用

具
・
か
さ
・
水

筒●
申
し
込
み
　

９
月
　
日
昌

１９

（
必
着
）ま
で
に
、

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
歴
史
博
物
館「
第
２
回
あ
お

ぞ
ら
歴
史
教
室
」係（
〒
　－

０
０

４４６

２
６
安
城
町
城
堀
　
）へ
３０

※
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
。

■問 
▼
文
化
財
課

（
緯〈
　
〉４
４
７
７
）

７７

͋
͓
ͧ
Β
ྺ
࢙
ڭ
ࣨ

新
美
南
吉
の
足
跡
を
訪
ね
る
Ⅱ

　
南
吉
は
、
安
城
市
新
田
町
で

下
宿
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
安
城
高
等
女
学
校（
今
の

桜
町
小
学
校
）ま
で
、
歩
い
て

通
勤
。
そ
の
た
め
、
途
中
に
あ

る
安
城
駅
前
商
店
街
を
南
吉
は

よ
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
彼

が
亡
く
な
っ
て
　
年
が
経
っ
た

７０

今
で
も
、
安
城
駅
前
に
は
南
吉

の
日
記
に
登
場
し
た
店
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

〈
南
吉
の
日
記
よ
り
〉

　
久
々
に
、
気
持
ち
よ
く
五
編

ば
か
り
の
詩
を
書
い
た
。
川
本

で
碁
を
う
ち
三
番
と
も
負
け
た
。

（
昭
和
　
年
２
月
　
日
）

１５

１２

　
二
本
木
の
牛
が
駅
に
ゐ
た
。

汽
車
を
見
て
驚
き
は
し
り
出
し

た
。
金
魚
屋
の
娘
が
店
番
し
て

ゐ
る
角
の
店
へ
と
び
こ
ん
だ
。

四
百
円
ば
か
り
の
損
害
を
与
え

た
。（
昭
和
　
年
２
月
　
日
）

１５

１３

※
文
中
の
金
魚
屋
は
、
現
在
、

屋
号
を「
広
千
」と
し
て
い
ま

す
。

　
今
日
は
サ
ラ
リ
ー
。
日
新
堂

の
払
い
が
十
八
円
な
に
が
し
か

あ
る
の
に
は
、
め
ん
く
ら
っ
た
。

（
昭
和
　
年
２
月
　
日
）

１６

２３

　
こ
の
う
ち
、「
二
本
木
の
牛
」

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
大
力
の
黒

牛
と
貨
物
列
車
の
話
」の
元
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
物
語
は
、

昭
和
　
年
代
の
安
城
の
町
が
舞

１０

台
に
な
っ
て
い
る
、
と
て
も
愉

快
な
話
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
日
記
以
外
に
も
、
南
吉
は
商

店
街
の
こ
と
を
書
き
残
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
弟
の
 益
  吉
 

ま
す
 き
ち

に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
ツ
ケ
を

返
済
し
て
ほ
し
い
相
手
と
し
て
、

日
新
堂
、
金
魚
屋
、
明
治
屋
、

日
吉
軒
、
小
林
時
計
店
と
い
っ

た
店
名
が
挙

げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
好

き
だ
っ
た
南

吉
は
、
日
新

堂
に
　
～
　

４０

５０

円
ほ
ど
の
ツ

ケ
を
た
め
て

い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た

文
献
か
ら
も
、

南
吉
の
安
城

時
代
が
充
実

し
た
も
の
だ

っ
た
と
い
え

ま
す
。

　
平
成
　
年
度
に
愛
知
県
が
実

２３

施
し
た
商
店
街
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
に
は
、「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ

ン
プ
」や「
花
の
き
村
と
盗
人
た

ち
」な
ど
の
南
吉
作
品
だ
け
で

な
く
、「
商
店
街
を
歩
く
南
吉
」

「
牛
鍋
を
食
べ
る
南
吉
」な
ど
、

南
吉
が
安
城
の
ま
ち
で
過
ご
し

た
こ
と
を
伝
え
る
絵
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
南
吉
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、

南
吉
が
歩
い
た
安
城
駅
前
を
、

皆
さ
ん
も
歩
い
て
み
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

●
と
き
　
９
月
　
日
晶
午
前
８
時

１４

　
分
～
午
後
５
時

３０●
集
合
場
所
　
市
役
所
西
会
館

●
内
容
　
浜
名
湖
環
境
学
習
施
設

「
ウ
ォ
ッ
ト
」（
静
岡
県
）の
見
学
な

ど●
定
員
　
　
人（
定
員
を
超
え
た

３０

場
合
は
抽
選
）

●
参
加
費
　
１
３
０
０
円
程
度

（
昼
食
代
含
む
）

●
申
し
込
み
　
９
月
１
日
松
～
　１１

日
昇
午
前
　
時
～
午
後
４
時（
掌

１０

捷
を
除
く
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん

じ
ょ
う（
緯
・
胃〈
　
〉１
３
１
５

５５

／info@
econetanjo.org

）へ

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

浜
名
湖
の
生
き
物
を
見
て
み
よ
う
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せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
し
た
「
安
城
い
き
い
き

た
い
肥
」
を
お
分
け
し
ま
す
。

●
受
け
取
り
期
間
　
９
月
　
日
松

２９

～
　
月
６
日
松

１０
●
と
こ
ろ
　
せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ン
ト

●
受
け
取
り
数
量
　
総
量
　
ト
ン

１５０

の
う
ち
、
た
い
肥
施
用
対
象
面
積

に
応
じ
て
１
世
帯
　
手
ま
で

３００

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

の
上
、
決
定
者
に
通
知
し
ま
す
。

選
外
者
へ
の
通
知
や
Ｅ
メ
ー
ル

で
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

●
受
け
取
り
方
法
　
た
い
肥
を
直

接
積
み
込
め
る
４
ト
ン
以
下
の
ト

ラ
ッ
ク
ま
た
は
袋
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
昌
ま
で

１２

に
、
申
込
書
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
希
望
数
量（
手
）・
た
い

肥
施
用
対
象
面
積
ま
た
は
プ
ラ
ン

タ
ー
の
個
数
を
記
入
し
、
持
参
か

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

■
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

暫
下
水
道
管
が
つ
ま
る
た
め
、
油
、

野
菜
く
ず
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
、
ビ
ニ
ー
ル
、
髪
の
毛
な

ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

暫
危
険
で
す
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

暫
ト
イ
レ
に
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
や
紙
お
む
つ
な
ど
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の

を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
■
浄
化
槽
の
改
造
工
事
費
を
補
助

し
ま
す

　
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水

貯
留
槽
と
し
て
使
用
す
る
人
に
、

改
造
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
金
額
　
浄
化
槽
転
用
工
事

費
の
３
分
の
２（
１
０
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
。
貯
留
量
な
ど
に
よ

り
上
限
あ
り
）

●
申
し
込
み
　
排
水
設
備
工
事
と

あ
わ
せ
、
市
指
定
工
事
店
を
通
じ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■「
下
水
道
の
日
」街
頭
Ｐ
Ｒ

　
安
城
七
夕
親
善
大
使
が
下
水
道

の
啓
発
活
動
を
し
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
　
日
捷
午
後
４
時

１０

～
５
時
　
分（
予
定
）

３０

●
と
こ
ろ
　
ア
ピ
タ
安
城
南
店

（
桜
井
町
）

■
あ
い
ち
下
水
道
フ
ェ
ア

●
と
き
　
９
月
　
日
松
午
前
　
時

１５

１０

～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ
　
衣
浦
東
部
浄
化
セ
ン

タ
ー（
碧
南
市
）

●
内
容
　
水
質
分
析
体
験
、
下
水

道
お
仕
事
体
験
、
安
祥
太
鼓
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
、
中
部
電
力
碧
南
火
力
発
電
所

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

●
そ
の
他
　
来
場
者
に
記
念
品
な

ど
を
進
呈

■問 
▼
下
水
道
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
７
）

７１

９
月
　

日
捷
は
下
水
道
の
日

１０

清
掃
事
業
所（
〒
　－

１
１
５
５

４４４

堀
内
町
西
新
田
２
／
胃〈
　
〉１
３

７７

１
８
／ikiiki@

city.anjo.aichi
.jp

）へ
※
申
込
書
は
同
所
で
配
布
。
必
要

事
項
が
全
て
記
載
し
て
あ
れ
ば

任
意
の
紙
で
も
可
。
全
て
の
項

目
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
不
可
。

●
対
象
　
安

城
・
碧
南
・

刈
谷
・
知
立
・

高
浜
市
在
住
・

在
勤
の
人

●
定
員
　
各

　
人（
先
着

２０順
）

●
申
し
込
み
　
９
月
５
日
昌
午
前

９
時
か
ら
各
申
し
込
み
先
へ

■
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

●
と
き
　
９
月
　
日
掌
午
前
９
時

１６

～
正
午

●
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
法
、
止
血
法
な
ど

●
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
先
　
安
城

消
防
署（
緯〈
　
〉２
４
９
４
）

７５

■
上
級
救
命
講
習
会

●
と
き
　
９
月
　
日
抄
午
前
９
時

２２

～
午
後
６
時

●
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
法
、
止
血
法
、
搬
送
方
法
な
ど

●
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
先
　
碧
南

消
防
署（
緯〈
　
〉２
６
２
５
）

４１

■問 
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

（
緯〈
　
〉０
１
３
５
）

６３

■
普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
小
児
・
乳

児
・
新
生
児
）

●
と
き
　
９
月
　
日
松
午
前
９
時

２９

～
正
午

●
内
容
　
小
児
・
乳
児
・
新
生
児

の
心
肺
蘇
生
法
、
ひ
き
つ
け
、
の

ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
時
の
処
置

な
ど

●
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
先
　
刈
谷

消
防
署（
緯〈
　
〉１
２
９
９
）

２３
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９
月
９
日
は
救
ٸ
の
日
ỏ
９
月
９
日
Ỗ

日
は
救
ٸ
ҩ
ྍ
ि
ؒ

１⚕

消
防
署
の
救
命
講
習
会

「
安
城
い
き
い
き
た
い
肥
」受
け
取
り
希
望
者
を
募
集

●
賞
　
最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

５
人
に
賞
品
を
進
呈

●
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
、
　
月
１０

　
日
松
・
　
日
掌
に
、
青
少
年
の

２０

２１

家
で
展
示
し
ま
す

●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
昌
ま
で

２６

（
松
掌
抄
を
除
く
）の
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分（
必
着
）に
、

１５

写
真
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
載
し
、
持
参
か
郵
送

で
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
　－

０

４４６

０
４
５
横
山
町
下
毛
賀
知
　－

１
）

１０６

へ

●
区
分
／
定
員
／
対
象
　
下
表
の

と
お
り

●
試
験
日
程
　

１
次
試
験（
筆
記
）

止
　
月
　
日
昌
、
２
次
試
験（
作

１０

１７

文
・
面
接
）
止
　
月
　
日
昌

１１

１４

●
勤
務
日
時
　
原
則
昇
～
松
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分（
抄
・

３０

１５

年
末
年
始
を
除
く
）

※
人
事
異
動
に
よ
り
、
勤
務
日
や

場
所
が
変
わ
る
場
合
あ
り
。

●
申
し
込
み
　
事
前
に
募
集
要
綱

を
確
認
し
、
９
月
　
日
晶
～
　
日

１４

２８

晶（
掌
捷
抄
を
除
く
）午
前
９
時
～

午
後
５
時（
必
着
）に
、
受
験
申
込

書
と
資
格
な
ど
を
証
す
る
書
類
の

写
し
を
、
持
参
か
郵
送（
※
）で
市

社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課（
市
社

会
福
祉
会
館
内
／
〒
　－

０
０
４

４４６

６
赤
松
町
大
北
　－

４
）へ

７８

※
郵
送
の
人
は
、
Ａ
４
用
紙
が
入

る
封
筒
に
　
円
切
手
を
貼
付
し

１２０

て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
綱
・
受
験
申
込
書
は
、

同
課
、
同
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
配
布
。

■問 
▼
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）

７７

対　　象定員
（予定）区分

昭和５７年４月２日以降に生まれ、社会福祉士または精神保健福祉士の資格
を有する人（来年３月末日までに取得見込みの人も可）

１人
程度一般職

昭和５７年４月２日以降に生まれ、障害者手帳の交付を受け、自力で通勤、
介護者なしで職務の遂行ができ、社会福祉士または精神保健福祉士の資格
を有する人（来年３月末日までに取得見込みの人も可）

１人一般職
（障がい者）

昭和４７年４月２日以降に生まれ、主任介護支援専門員、社会福祉士または
精神保健福祉士の資格を有する人２人一般職

དྷ
年
⚔
月
࠾
༻

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

●
と
こ
ろ
　
い
ず
れ
も
青
少
年
の

家■
献
血

●
と
き
　
　
月
　
日
松
午
前
　
時

１０

２０

１０

～
午
後
４
時

●
対
象
　
　
歳
～
　
歳
の
人

１６

６９

※
　
歳
以
上
で
、
　
歳
～
　
歳
の

６５

６０

６４

時
に
献
血
経
験
が
な
い
人
は
不

可
。
そ
の
他
、
採
血
基
準
あ
り
。

■
乳
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
前
９
時

１０

２１

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
の
う

ち
　
分
３０

●
内
容
　

乳
が
ん
検
診
止
視
触
診
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
乳
房
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
）　
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
止
超
音
波
法
に
よ
る
骨
強
度
測

定●
対
象
　

乳
が
ん
検
診
止
　
歳
以

４０

上
の
女
性
市
民
　

骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
止
　
歳
以
上
の
女
性
市
民

２０

※
い
ず
れ
も
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

で
今
年
度
受
診
し
た
人
を
除
く
。

●
定
員
　
　
分
単
位
で
各
６
人

３０

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

●
申
し
込
み
　
９
月
６
日
昭
～
　２０

日
昭
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
市
保

１５健
セ
ン
タ
ー
へ

■
思
春
期
講
演
会

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
後
１
時

１０

２１

　
分
～
３
時（
午
後
１
時
か
ら
受

３０け
付
け
）

●
テ
ー
マ
　
夢
と
人

●
講
師
　
下
地
 敏
  雄
 氏（
教
育
ア

と
し
 お

ド
バ
イ
ザ
ー
）

●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
昇
か
ら
、

１１

市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
文
化
セ
ン
タ

ー
、
青
少
年
の
家
で
整
理
券
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い（
１
人
３
枚

ま
で
）

■「
笑
顔
と
絆
」の
写
真
募
集

●
募
集
内
容
　
友
達
や
家
族
な
ど

と
の
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
写
し
た

写
真

●
写
真
サ
イ
ズ
　
２
Ｌ
判（
合
成

加
工
作
品
は
不
可
）

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

広報あんじょう　2012.9.1臥

ࢠ
Ͳ

ま
ͭ
り
Ͱ
։
࠵

健
康
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

素素敵な写真をお寄せくださ素敵な写真をお寄せくださいい

下地敏雄下地敏雄氏氏


